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１１１．．．男男男女女女ののの地地地位位位ににに関関関すすするるる意意意識識識

各分野での男女の地位の平等感

● 社会全体でみると『男性が優遇』されているが約７割

『男性が優遇』（「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇されている」の合計）

は、「社会全体でみて」では約７割を占めている。

分野別にみると、「社会通念・慣習・しきたりなど」では約８割が『男性が優遇』となっており、

「政治の場で」は約 7割が『男性が優遇』となっている。

「平等である」は、「学校教育の場で」が最も高く６割を超えている。
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（１）家庭生活で

『男性が優遇』は 54.9％で、平成 18 年度調査と比較して 1.4 ポイント低下しており、「平等であ

る」は 35.6％で、1.7 ポイント高くなっている。

【性別】

『男性が優遇』は、女性が 63.0％で、男性（45.7％）を 17.3 ポイント上回っている。「平等であ

る」は、女性 30.1％、男性 41.8％で、男性が女性より 11.7 ポイント高くなっている。

【性・年代別】

「平等である」は、男女とも 20 歳代で最も高く 5割を超えている。『男性が優遇』は、いずれの

年代においても女性の方が高くなっており、なかでも女性の 60歳代では７割近くとなっている。
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（２）職場の中で

『男性が優遇』は 55.5％で、平成 18 年度調査と比較して 16.2 ポイント低下しており、「平等で

ある」は 25.9％で、7.9 ポイント高くなっている。

【性別】

『男性が優遇』は、女性が 61.5％で、男性（48.7％）を 12.8 ポイント上回っている。「平等であ

る」は、女性が 19.6％で、男性（33.4％）より 13.8 ポイント高くなっている。

【性・年代別】

70 歳以上を除く年代では、『男性が優遇』は女性の方が男性よりも割合が高くなっている。「平等

である」は、いずれの年代においても男性の方が高くなっている。また、女性では、他の年代に比

べて 20 歳代で「平等である」割合が高い。
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（３）学校教育の場で

「平等である」が 61.2％で最も多いが、平成 18 年度調査（66.4％）と比較すると 5.2 ポイント

低下している。

【性別】

男女ともに「平等である」が最も多く、『男性が優遇』は、女性が 18.2％で、男性（10.0％）を

8.2 ポイント上回っている。

【性・年代別】

いずれの性・年代においても「平等である」が最も多く、『男性が優遇』は、50 歳代で男女間の

差が最も大きくなっている。

2.2

3.9

12.3

12.8

61.2

66.4

2.9

3.2

21.0

13.0

0.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,550）

平成18年度調査

（Ｎ＝2,670）

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が

優遇されている

平等である わからない

女性が優遇されている

どちらかといえば

女性が優遇されている

2.7

1.6

15.5

8.4

57.9

65.4

1.7

4.2
1.0

0.0

19.3

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,367）

男性

（Ｎ＝1,177）

男性が優遇

されている

どちらかといえば男性が

優遇されている
平等である わからない

女性が優遇されている

どちらかといえば

女性が優遇されている

0.0

1.0

3.2

2.0

4.2

4.7

18.7

16.0

11.3

20.9

15.7

7.9

60.4

55.2

70.3

56.9

51.2

51.2

1.5

1.6

19.4

25.3

11.7

18.9

28.9

34.6

3.5

2.6

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝134）

30歳代

（Ｎ＝194）

40歳代

（Ｎ＝283）

50歳代

（Ｎ＝297）

60歳代
（Ｎ＝332）

70歳以上

（Ｎ＝127）

男性が優遇
されている

どちらかといえば男性が

優遇されている
平等である わからない

女性が優遇されている

どちらかといえば

女性が優遇されている

4.2

1.2

0.0

2.2

1.0

2.8

10.4

10.7

7.7

6.5

9.1

7.6

62.5

58.0

67.3

66.9

66.7

68.1

7.3

5.9

6.1

3.3

2.0

4.2

2.1

2.4

13.5

21.9

17.9

20.4

21.2

16.0

1.0

0.7

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代
（Ｎ＝96）

30歳代

（Ｎ＝169）

40歳代
（Ｎ＝196）

50歳代

（Ｎ＝275）

60歳代

（Ｎ＝297）

70歳以上

（Ｎ＝144）



-25-

（４）地域活動の場で

『男性が優遇』は 46.3％で、平成 18 年度調査と比較して 1.0 ポイント高くなっており、「平等で

ある」は 34.8％で、3.8 ポイント低くなっている。

【性別】

『男性が優遇』は女性が 52.1％で、男性（39.5％）よりも 12.6 ポイント高くなっている。「平等

である」は、女性が 27.3％で男性（43.4％）よりも 16.1 ポイント低くなっている。

【性・年代別】

70 歳以上を除く年代では、『男性が優遇』は女性の方が男性よりも割合が高く、女性の 50～60 歳

代では６割を超えている。
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（５）政治の場で

『男性が優遇』は 68.6％で、平成 18 年度調査と比較して 6.0 ポイント低くなっており、「平等で

ある」は 17.7％で、2.1 ポイント高くなっている。

【性別】

『男性が優遇』は女性が 75.4％で、男性（60.6％）を 14.8 ポイント上回っている。「平等である」

は、女性が 10.4％で男性（26.4％）よりも 16.0 ポイント低くなっている。

【性・年代別】

いずれの年代においても『男性が優遇』は女性が男性よりも割合が高くなっており、特に女性の

30～40 歳代では８割以上が『男性が優遇』としている。
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（６）法律や制度のうえで

『男性が優遇』は 39.8％で、平成 18 年度調査と比較して 7.2 ポイント低くなっており、「平等で

ある」は 37.7％で、2.6 ポイント高くなっている。

【性別】

『男性が優遇』は女性が 50.4％で、男性（27.7％）よりも 22.7 ポイント上回っている。「平等で

ある」は女性が 27.1％で、男性（50.0％）より 22.9 ポイント低くなっている。

【性・年代別】

『男性が優遇』はいずれの年代においても、女性が男性を上回っており、30～50 歳代では５割を

超えている。「平等である」は男性では 50 歳以上で５割を超えており、60 歳代で 59.4％と最も高

くとなっている。
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（７）社会通念・慣習・しきたりなど

『男性が優遇』は 79.3％で、平成 18 年度調査と比較して 1.9 ポイント高くなっており、「平等で

ある」は 9.9％で、3.6 ポイント低くなっている

【性別】

『男性が優遇』は女性が 83.9％で、男性（74.2％）よりも 9.7 ポイント上回っている。「平等で

ある」は女性が 6.1％で、男性（14.3％）より 8.2 ポイント低くなっている。

【性・年代別】

『男性が優遇』は、70 歳以上を除く年代で女性が男性を上回っており、８割以上となっている。

また、20歳代では、男性と女性の差が 16.9 ポイントと最も大きくなっている。「平等である」はす

べての年代で男性が女性を上回っている。
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（８）社会全体でみて

『男性が優遇』は 71.2％で、平成 18 年度調査と比較して 6.2 ポイント低くなっており、「平等で

ある」は 17.2％で、4.0 ポイント高くなっている

【性別】

『男性が優遇』は女性が 78.9％で、男性（62.2％）よりも 16.7 ポイント上回っている。「平等で

ある」は女性が 11.4％で、男性（24.1％）より 12.7 ポイント低くなっている。

【性・年代別】

『男性が優遇』は、すべての年代で女性が男性を上回っており、40 歳代では 26.0 ポイントの差

となっている。「平等である」はすべての年代で男性が女性を上回っている。
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日常生活の中で男女の不平等を一番感じるところ

● 「地域社会」や「職場」で不平等と感じることが多い

日常生活の中で男女の不平等を一番感じるところは、「地域社会」が最も多く 30.3％となってい

る。平成 18年度調査で最も割合の高かった「職場」は 5.2 ポイント低下し、「地域社会」が 5.2 ポ

イント増加している。

【性別】

● 男女とも「地域社会」で最も不平等を感じる

男女とも「地域社会」が最も多く、女性 29.9％、男性 30.8％となっている。次いで、女性は「家

庭」が 23.2％で男性（10.1％）よりも 13.1 ポイント高くなっており、男性の２位は「職場」（25.4％）

となっている。

【性・年代別】

● 「家庭」で不平等を感じる割合は、すべての年代で女性の方が高い

女性では、最も不平等を感じるところとして「家庭」をあげているものは、40 歳代と 70 歳以上

に多く、「職場」は 30歳代（37.6％）で割合が高くなっている。また、「地域社会」は 50 歳代（39.0％）

の割合が高い。また、男性では 20～30 歳代で「職場」が多く、60 歳代で「地域社会」が多くなっ

ている。
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「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方

● 『同感する』人はほぼ５割

「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方に『同感する』（「同感する」と「どち

らかといえば同感する方である」の合計）は 48.0％で、『同感しない』（「どちらかといえば同感し

ない方である」と「同感しない」の合計）は 46.2％となっている。
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【性別】

● 『同感する』割合は男性の方が高い

『同感する』は、男性が 53.0％で、女性（43.6％）を 9.4 ポイント上回っている。

【性・年代別】

● 男女とも年齢が高くなるほど『同感する』割合は高まる

『同感する』は、男女ともに年齢とともに高くなる傾向にあり、男女とも 70 歳以上が最も高くな

っている。また、『同感する』は、20～30 歳代で男性より女性の割合が高くなっているが、40 歳代

以上の年代では、男性の割合が高くなっている。
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【地域別】

● 『同感する』割合は「湖東地域」で高い

『同感する』は、「湖東地域」で 55.1％と最も高く、「湖南地域」、「大津地域」で５割を超える。

「湖西地域」、「湖北地域」、「東近江地域」では、『同感しない』が『同感する』よりも高くなって

いる。

重要な方針を決定する地位につく女性が少ない原因

（あてはまるものをすべて選択）

● 「男性優位の組織運営や制度が残っているから」が５割を超える

重要な方針を決定する地位につく女性が少ない原因は、「男性優位の組織運営や制度が残っている

から」が 53.2％と最も多く、次いで「地域社会では、性別によって役割を固定しようとする考え方

や意識が残っているから」（47.0％）、「女性が重要な地位につくことに家族や周囲の理解や協力が

得られないから」（39.8％）の順となっている。

平成 18 年度調査と比べると、「職場では、性別によって役割を固定しようとする考え方や意識が

残っているから」は 12.6 ポイント低下し、「女性が重要な地位につくことに家族や周囲の理解や協

力が得られないから」は 9.4 ポイント増えている。
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【性別】

● 「女性が重要な地位につくことに家族や周囲の理解や協力が得られないから」で男女間の意

識に差

男女とも「男性優位の組織運営や制度が残っているから」が最も多く、次いで「地域社会では、

性別によって役割を固定しようとする考え方や意識が残っているから」の順となっている。「女性

が重要な地位につくことに家族や周囲の理解や協力が得られないから」では、女性が男性を 15.7

ポイント上回り、男女間の意識の差が大きい。

【性・年代別】

●「女性が重要な地位につくことに家族や周囲の理解や協力が得られないから」で男女間に差

「女性が重要な地位につくことに家族や周囲の理解や協力が得られないから」は、すべての年代

において女性が男性を上回っており、女性の 30～50 歳代で５割を超えている。
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49.1

43.2

49.4

0 20 40 60 80 (%)

男性優位の組織運営や制度が

残っているから

42.4
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57.7

53.2
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48.0

46.7

49.2
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47.8
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（Ｎ＝196）
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（Ｎ＝279）
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（Ｎ＝312）
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（Ｎ＝348）

70歳以上
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（Ｎ＝98）
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（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝195）

50歳代

（Ｎ＝275）

60歳代

（Ｎ＝310）

70歳以上
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(%)

女性が重要な地位につくことに

家族や周囲の理解や協力が

得られないから
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54.1

52.0

52.2

39.7

40.4

31.6

25.5

33.8

32.4

34.5

28.1

0 20 40 60 80 (%)

補助的な仕事しか与えられない

など女性が能力を高める機会が

少ない（少なかった）から

35.6

36.2

36.2

42.3

38.5

33.1

41.8

24.8

39.5

36.7

35.8

32.0
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外から得られた収入についての考え方

● 「半分は外で働いている人のもの、半分は家事を担っている人のもの」が4割を超える

夫婦の一方が働き、他方が育児や介護などの家事に専任している世帯の場合の外から得られた収

入についての考え方をみると、「半分は外で働いている人のもの、半分は家事を担っている人のも

の」が 43.3％で最も多く、平成 18年度調査と比べると 0.9 ポイント、平成 14 年度調査と比べると

7.8 ポイント高くなっている。

55

1.7

2.6

1.7

43.3

42.4

35.5

12.6

11.3

13.4

38.6

39.7

43.7

3.8

4.1

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,766）

平成18年度調査

（Ｎ＝2,766）

平成14年度調査
（Ｎ＝3,458）

大部分は外で働いている人のもの

半分は外で働いている人のもの、

半分は家事を担っている人のもの 一概にいえない わからない

大部分は家事を担っている人のもの

職場では、性別によって役割を

固定しようとする考え方や

意識が残っているから

34.8
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27.9

33.0
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42.9

29.7
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（Ｎ＝312）
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（Ｎ＝151）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝98）
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（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝195）

50歳代

（Ｎ＝275）
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(%)

女性自身の意欲や責任感が
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29.5
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29.1
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29.5
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40.4
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【性別】

● 男女とも「半分は外で働いている人のもの、半分は家事を担っている人のもの」が多い

男女とも「半分は外で働いている人のもの、半分は家事を担っている人のもの」が最も多く、女

性は 45.4％で男性（40.8％）を 4.6 ポイント上回っている。

【性・年代別】

● 「半分は外で働いている人のもの、半分は家事を担っている人のもの」は女性30歳代、50

歳代、70歳以上で５割を超える

「半分は外で働いている人のもの、半分は家事を担っている人のもの」は女性の 30 歳代、50 歳

代、70 歳以上で５割を超えている。「大部分は家事を担っている人のもの」は、女性は 70 歳以上、

男性は 60歳代で最も高くなっている。

2.2

1.3

45.4

40.8

11.4

13.9

37.2

40.2

3.8

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,407）

男性

（Ｎ＝1,213）

大部分は外で働いている人のもの

半分は外で働いている人のもの、
半分は家事を担っている人のもの 一概にいえない わからない

大部分は家事を担っている人のもの

3.1

2.1

2.6

1.3

2.3

2.5

44.6

53.1

36.5

55.8

37.0

50.6

5.4

5.7

14.0

10.0

14.5
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45.4

31.8

44.6

28.9

44.4

24.1 8.0

2.2

1.5

7.3

4.0

1.7

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝130）

30歳代

（Ｎ＝192）

40歳代

（Ｎ＝271）

50歳代

（Ｎ＝301）

60歳代
（Ｎ＝351）

70歳以上

（Ｎ＝162）

大部分は外で働いている人のもの

半分は外で働いている人のもの、

半分は家事を担っている人のもの 一概にいえない わからない

大部分は家事を担っている人のもの

4.2

2.4

0.0

0.0

2.0

1.1

47.9

44.6

36.4

41.6

40.4

37.9

8.3

9.0

15.4

10.9

18.6

16.5

31.3

42.8

45.1

45.3

35.8

37.4

8.3

7.1

3.3

2.2

3.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝96）

30歳代
（Ｎ＝166）

40歳代

（Ｎ＝195）

50歳代
（Ｎ＝267）

60歳代

（Ｎ＝307）

70歳以上

（Ｎ＝182）
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制度や用語の周知度

● 「セクシュアル・ハラスメント」、「ドメスティック・バイオレンス」は約８割が「内容まで

知っている」

「セクシュアル・ハラスメント」は 82.9％、「ドメスティック・バイオレンス」は 79.3％が「内

容まで知っている」と回答しており、『周知度』(｢内容まで知っている｣と｢聞いたことはあるが内

容は知らない｣の合計)も９割を超えている。逆に、周知度が最も低いのは、「リプロダクティブ・

ヘルス／ライツ」の 26.1％となっている。

66

28.3

5.0

4.4

17.3

11.9

82.9

79.3

5.3

20.1

55.6

44.2

32.1

31.5

28.8

12.6

13.9

20.8

44.0

16.1

50.8

63.5

51.2

59.3

4.5

6.7

73.9

35.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画社会
（Ｎ＝2,806）

滋賀県男女共同参画推進条例
（Ｎ＝2799）

積極的改善措置
（Ｎ＝2,770）

ジェンダー
（Ｎ＝2,779）

エンパワーメント
（Ｎ＝2,754）

セクシュアル・ハラスメント
（Ｎ＝2,801）

ドメスティック・バイオレンス
（Ｎ＝2,799）

リプロダクティブ・ヘルス
／ライツ （Ｎ＝2,788）

ワーク・ライフ・バランス
（Ｎ＝2,791）

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

まったく

知らない

『周知度』
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（１）男女共同参画社会

「男女共同参画社会」の『周知度』は 83.9％で、「内容まで知っている」は 28.3％であった。

【性別】

『周知度』は、女性 82.8％、男性 84.6％で、男性の方がやや高くなっている。

【性・年代別】

「内容まで知っている」は、女性の 20 歳代で最も高く４割近くとなっているが、女性の 30 歳代

では 12.8％と最も低くなっている。

28.3 55.6 16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,806）

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

『周知度』

まったく

知らない

26.7

30.7

56.1

53.9

17.2

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,433）

男性

（Ｎ＝1,223）

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない

『周知度』

まったく
知らない

38.2

12.8

29.5

32.6

24.6

21.4

41.2

61.2

54.1

53.8

61.1

59.7

20.6

26.0
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13.6

14.3
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〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝196）

40歳代
（Ｎ＝281）

50歳代

（Ｎ＝316）

60歳代
（Ｎ＝350）

70歳以上

（Ｎ＝154）

内容まで知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（Ｎ＝312）

70歳以上

（Ｎ＝180）
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（２）滋賀県男女共同参画推進条例

「滋賀県男女共同参画推進条例」の『周知度』は 49.2％で、平成 18 年度調査と比べると 7.5 ポ

イント低下している。

【性別】

『周知度』は、男女ともほぼ５割となっている。

【性・年代別】

『周知度』は、女性の 50 歳代で 54.3％と最も高くなっている。一方、男性では年代が高くなる

ほど、『周知度』が高くなる傾向がみられる。
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4.7
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44.2
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43.6
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43.3

52.4
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今回調査

（Ｎ＝2,799）
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（Ｎ＝3,407）

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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70歳以上
（Ｎ＝178）
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（３）積極的改善措置（ポジティブ・アクション）

「積極的改善措置」の『周知度』は 36.5％で、平成 18年度調査と比べると 12.7 ポイント上昇し

ている。

【性別】

『周知度』は、女性 36.4％、男性 37.1％で男女間に大きな差はみられない。

【性・年代別】

『周知度』は、女性は 50歳代が 41.7％、男性は 60 歳代が 42.0％で最も高くなっている。

3.9
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63.6
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女性
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内容まで
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聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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29.9

35.1

37.5
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内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（４）ジェンダー（社会的性別）

「ジェンダー」の『周知度』は 48.8％で、平成 18 年度調査と比べると 5.3 ポイント上昇してい

る。

【性別】

『周知度』は、女性 47.3％、男性 49.9％で男性が 2.6 ポイント上回っている。

【性・年代別】

「内容まで知っている」は女性の 20 歳代で最も高く 40.4％となっている。次いで、30 歳代男性

32.1％、20 歳代男性 28.1％と続いている。
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内容まで
知っている
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内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（５）エンパワーメント（力をつけ、発揮すること）

「エンパワーメント」の『周知度』は 40.7％で、平成 18 年度調査（31.0％）を 9.7 ポイント上

回っている。

【性別】

『周知度』は女性 38.4％、男性 42.5％で、男性の方が 4.1 ポイント上回っている。

【性・年代別】

「内容まで知っている」は男性の 30 歳代で最も高く 20.0％となっている。
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内容まで
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『周知度』

7.5

20.0

17.0

14.0

11.0

10.7

32.3

32.1

23.2

30.6

29.9

26.2

60.2

47.9
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内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（６）セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

「セクシュアル・ハラスメント」の『周知度』は 95.5％で、平成 18 年度調査（91.7％）を 3.8

ポイント上回っている。

【性別】

『周知度』は女性 94.5％、男性 96.7％となっている。

【性・年代別】

『周知度』は、男性の 20～30 歳代では 100.0％となっており、男女とも年代が高くなるにつれて、

割合が低下する傾向がみられる。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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内容まで知っている
聞いたことはあるが
内容は知らない

まったく

知らない
『周知度』

94.1

91.2

92.9

86.0

70.6

60.1

4.4

7.7

6.4

10.2

19.7

22.9

9.7

17.0

3.8

0.7

1.0

1.5
〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝194）

40歳代

（Ｎ＝281）

50歳代

（Ｎ＝315）

60歳代
（Ｎ＝350）

70歳以上

（Ｎ＝153）

内容まで知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない
『周知度』

90.8

90.3

91.9

87.7

81.8

58.7

9.2

9.7

7.1

10.8

13.7

29.1

4.5

12.2

1.4

1.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝98）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代
（Ｎ＝197）

50歳代

（Ｎ＝277）

60歳代

（Ｎ＝313）

70歳以上

（Ｎ＝172）

82.9

74.4

73.5

12.6

17.3

17.0

4.5

8.3

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査
（Ｎ＝2,801）

平成18年度調査
（Ｎ＝2,520）

平成14年度調査
（Ｎ＝3,355）

内容まで知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない
『周知度』
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（７）ドメスティック・バイオレンス（夫婦、恋人間の暴力）

「ドメスティック・バイオレンス」の『周知度』は 93.2％となっており、平成 18年度調査（88.6％）

を 4.6 ポイント上回っている。

【性別】

『周知度』は、女性 93.1％、男性 93.6％と男女とも 9割を超えている。

【性・年代別】

『周知度』は、男性の 30歳代では 100.0％となっており、男女とも年代が高くなるにつれて、割

合が低下する傾向がみられる。

80.2

78.0

12.9

15.6

6.9

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,428）

男性

（Ｎ＝1,221）

内容まで知っている
聞いたことはあるが
内容は知らない

まったく

知らない
『周知度』

95.6

89.3

92.5

84.9

67.8

50.7

2.9

8.7

6.1

11.4

21.0

24.3

11.2

25.0

1.5

2.0

1.4

3.8

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝196）

40歳代

（Ｎ＝279）

50歳代

（Ｎ＝317）

60歳代
（Ｎ＝348）

70歳以上

（Ｎ＝152）

内容まで知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない
『周知度』

88.8

91.5

88.3

81.5

72.4

51.7

9.2

8.5

9.6

16.4

18.3

26.4

9.3

21.8

2.2

2.0

0.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝98）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代
（Ｎ＝197）

50歳代

（Ｎ＝275）

60歳代

（Ｎ＝312）

70歳以上

（Ｎ＝174）

79.3

69.6

58.2

13.9

19.0

23.8

6.7

11.4

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,799）

平成18年度調査

（Ｎ＝2,517）

平成14年度調査

（Ｎ＝3,331）

内容まで知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない

まったく

知らない
『周知度』
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（８）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）

「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」の『周知度』は 26.1％となっており、平成 18 年度調査

（20.1％）を 6.0 ポイント上回っている。

【性別】

『周知度』は、女性 23.3％、男性 28.5％で、男性の方が 5.2 ポイント上回っている。

【性・年代別】

『周知度』は、女性では 20 歳代が 28.0％で最も高く、男性では 70 歳以上で 35.7％と高くなって

いる。

4.3

6.1

19.0

22.4

76.7

71.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,417）

男性

（Ｎ＝1,221）

内容まで
知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

5.9

4.1

4.3

2.6

4.4

6.7

22.1

10.3

16.0

21.4

23.3

18.1

72.1

85.6

79.7

76.0

72.4

75.2

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝194）

40歳代

（Ｎ＝281）

50歳代

（Ｎ＝313）

60歳代
（Ｎ＝344）

70歳以上

（Ｎ＝149）

内容まで

知っている 聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

4.1

6.1

8.1

5.8

5.1

7.5

20.4

15.8

17.8

20.7

27.6

28.2

75.5

78.2

74.1

73.5

67.3

64.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代
（Ｎ＝98）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代
（Ｎ＝197）

50歳代

（Ｎ＝275）

60歳代

（Ｎ＝312）

70歳以上

（Ｎ＝174）

5.3

3.6

4.0

20.8

16.5

16.5

73.9

79.9

79.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,788）

平成18年度調査

（Ｎ＝2,492）

平成14年度調査

（Ｎ＝3,312）

内容まで

知っている

聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』
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（９）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

「ワーク・ライフ・バランス」の『周知度』は 64.1％となっている。

【性別】

『周知度』は、女性 62.6％、男性 64.8％で、男性が 2.2 ポイント上回っている。

【性・年代別】

「内容まで知っている」は男性の 20～30 歳代で高く、３割を超えている。

20.1 44.0 35.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（Ｎ＝2,791）

内容まで

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』

19.0

20.9

43.6

43.9

37.4

35.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

（Ｎ＝1,422）

男性

（Ｎ＝1,219）

内容まで
知っている 聞いたことはあるが内容は知らない まったく知らない

『周知度』

22.1

21.4

19.6

20.9

14.9

17.2

33.1

38.8

40.0

45.7

55.7

33.8

44.9

39.8

40.4

33.4

29.3

49.0

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝136）

30歳代

（Ｎ＝196）

40歳代

（Ｎ＝280）

50歳代

（Ｎ＝311）

60歳代

（Ｎ＝348）

70歳以上

（Ｎ＝151）

内容まで知っている
聞いたことはあるが

内容は知らない まったく知らない

『周知度』

31.6

34.5

18.3

18.5

16.3

16.9

32.7

29.1

44.2

48.4

50.3

45.3

35.7

36.4

37.6

33.1

33.3

37.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝98）

30歳代

（Ｎ＝165）

40歳代

（Ｎ＝197）

50歳代

（Ｎ＝275）

60歳代

（Ｎ＝312）

70歳以上

（Ｎ＝172）
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２２２．．．仕仕仕 事事事

仕事をする目的

（あてはまるものを３つまで選択）

● 「生活のため」が６割を超える

仕事をする目的は、「生活のため」が 63.8％で最も多く、次いで「働くのは当たり前だから」

（24.3％）、「住宅ローン返済や子どもの教育費のため」（22.3％）の順となっている。

平成 18 年度調査と比較すると、「生活のため」が 12.7 ポイント高くなっている。

【性別】

● 男女ともに「生活のため」が最も多く、男性では8割を超える

男女ともに「生活のため」が最も多く、女性 50.5％、男性 80.1％で、男性が女性を 29.6 ポイン

ト上回っている。次いで割合の高い項目は、男性では「働くのは当たり前だから」(31.8％)で、女

性より 13.8 ポイント高く、女性では「自分の自由に使えるお金がほしいため」(22.9％)で男性よ

り 8.2 ポイント高くなっている。

11

63.8

22.3

21.3

24.3

6.0

18.2

11.6

6.4

7.6

7.6

19.1

2.4

21.4

51.1

20.2

16.8

30.4

7.5

15.5

12.4

6.8

7.6

5.8

18.3

2.4

24.6

0 10 20 30 40 50 60 70

生活のため※

住宅ローン返済や子どもの教育費のため

老後の蓄えのため

働くのは当たり前だから

家業だから

自分の能力・技術を活かしたいため

社会に役立ちたいから

時間的に余裕があるから

視野を広めたいから

旅行などのレジャー資金のため

自分の自由に使えるお金がほしいため

その他

働いていない

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,794）

平成18年度調査
（Ｎ＝2,716）

※平成 18 年度調査では「生活のため」の選択肢は、「収

入がないと生活できないから」となっている。
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【性・年代別】

● 男性の30～50歳代では「生活のため」が９割

「生活のため」は男性の 30～50 歳代で高く９割を超えている。また、「住宅ローン返済や子ども

の教育費のため」は男女とも 40 歳代が最も高く、「自分の自由に使えるお金がほしいため」は男女

ともに 20歳代で高くなっている。

50.5

18.8

20.6

18.0

6.2

18.2

7.4

7.9

9.8

5.7

22.9

2.2

29.2

80.1

26.8

22.4

31.8

5.4

16.6

14.6

5.1

4.8

9.7

14.7

2.6

13.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

生活のため

住宅ローン返済や子どもの教育費のため

老後の蓄えのため

働くのは当たり前だから

家業だから

自分の能力・技術を活かしたいため

社会に役立ちたいから

時間的に余裕があるから

視野を広めたいから

旅行などのレジャー資金のため

自分の自由に使えるお金がほしいため

その他

働いていない

（％）

女性
（Ｎ＝1,425）

男性
（Ｎ＝1,219）

生活のため

55.7

53.7

62.9

55.8

39.3

35.5

71.6

92.6

93.8

92.1

66.3

63.5

0 20 40 60 80 100

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝131）

30歳代

（Ｎ＝190）

40歳代

（Ｎ＝275）

50歳代

（Ｎ＝312）

60歳代

（Ｎ＝351）

70歳以上

（Ｎ＝166）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝95）

30歳代

（Ｎ＝163）

40歳代

（Ｎ＝194）

50歳代

（Ｎ＝280）

60歳代

（Ｎ＝309）

70歳以上

（Ｎ＝178）

(%)

働くのは当たり前だから

22.9

21.6

11.3

21.2

15.7

20.5

42.1

27.6

29.9

38.9

29.4

25.3

0 20 40 60 80 100 (%)

住宅ローン返済や子どもの

教育費のため

12.2

27.9

48.0

16.3

1.1

7.2

9.5

37.4

51.0

35.7

13.9

8.4

0 20 40 60 80 100 (%)

老後の蓄えのため

18.3

14.2

20.4

22.8

22.8

21.1

9.5

23.9

18.0

26.8

20.7

28.7

0 20 40 60 80 100 (%)
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自分の自由に使えるお金が

ほしいため

48.1

21.1

26.2

24.7

18.5

5.4

32.6

16.0

19.6

12.5

11.0

8.4

0 20 40 60 80 100

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝131）

30歳代

（Ｎ＝190）

40歳代

（Ｎ＝275）

50歳代

（Ｎ＝312）

60歳代

（Ｎ＝351）

70歳以上

（Ｎ＝166）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝95）

30歳代

（Ｎ＝163）

40歳代

（Ｎ＝194）

50歳代

（Ｎ＝280）

60歳代

（Ｎ＝309）

70歳以上

（Ｎ＝178）

(%)

自分の能力・技術を

活かしたいため

19.1

22.6

21.5

22.4

14.2

7.2

10.5

20.9

18.6

18.9

17.8

7.9

0 20 40 60 80 100 (%)

社会に役立ちたいから

7.6

8.9

9.1

7.7

6.8

3.0

12.6

16.0

19.6

17.1

12.9

0 20 40 60 80 100 (%)

視野を広めたいから

9.2

5.3

10.2

14.1

10.8

4.8

4.2

1.2

4.1

4.3

6.1

7.3

0 20 40 60 80 100 (%)

旅行などのレジャー資金のため

12.2

3.7

4.7

6.4

5.4

3.6

17.9

16.0

6.2

7.9

10.0

5.6

0 20 40 60 80 100

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝131）

30歳代

（Ｎ＝190）

40歳代

（Ｎ＝275）

50歳代

（Ｎ＝312）

60歳代

（Ｎ＝351）

70歳以上

（Ｎ＝166）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝95）

30歳代

（Ｎ＝163）

40歳代

（Ｎ＝194）

50歳代

（Ｎ＝280）

60歳代

（Ｎ＝309）

70歳以上

（Ｎ＝178）

(%)

時間的に余裕があるから

1.5

4.2

12.7

5.4

10.8

7.2

0.0

0.0

0.5

1.4

12.3

10.7

0 20 40 60 80 100 (%)

家業だから

0.0

5.8

6.2

5.8

9.4

5.4

2.1

1.2

1.0

3.9

6.1

16.9

0 20 40 60 80 100 (%)
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女性の働き方

● 理想は「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」、「子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける」がやや高く、現実は「子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続けている」が高い

女性の働き方について、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける（てい

る）」、「子どもができるまで仕事を持ち、子どもができたら家事や子育てに専念する（している）」

は、理想の方が現実よりもそれぞれ 7.8 ポイント、7.2 ポイント高く、「子育ての時期だけ一時やめ、

その後はパートタイムで仕事を続ける（ている）」、「結婚するまで仕事をもち、結婚後は家事に専

念する（している）」は、現実の方がそれぞれ 5.4 ポイント、8.9 ポイント高くなっている。

【性別】

● 現実は男女とも「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が多

い

女性の理想は、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が最も多く、

次いで「結婚や出産にかかわらず仕事を続ける」となっている。

男性の理想は、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」が他の項目と

比べて若干多くなっている。

現実は男女とも「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」が最も多

い。

〔女性〕

22

23.6

18.6

20.9

13.1

23.8

29.2

19.7

12.5

5.9

14.8 5.8

1.3

6.0

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

（Ｎ＝2,782）

現実

（Ｎ＝2,758）

結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける（ている）

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

フルタイムで仕事を続ける（ている）
子どもができるまで仕事を持ち、

子どもができたら家事や子育てに

専念する（している）

仕事をもたない

（もっていない）

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける（ている）

その他

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

（している）

24.9

21.1

19.1

13.0

27.6

27.2

18.4

9.2

4.6

15.3 7.4

1.3

6.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

（Ｎ＝1,426）

現実

（Ｎ＝1,429）

結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける（ている）

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

フルタイムで仕事を続ける（ている）
子どもができるまで仕事を持ち、

子どもができたら家事や子育てに

専念する（している）

仕事をもたない

（もっていない）

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける（ている）

その他

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

（している）
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〔男性〕

【性・年代別】

● 男女とも年齢が高くなるほど、何らかの形で仕事を続ける割合が低くなる傾向にある

男女とも理想は、結婚や子育て後も何らかの形で仕事を続けるというのは、年齢が高くにつれて、

割合が下がる傾向となっている。

女性の理想は 30～50 歳代で「結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける」が最も多いが、現実は

20 歳代と 40～60 歳代で「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続けている」

が最も多くなっている。

男性では、理想は 20 歳代と 40～50 歳代で「結婚や出産にかかわらず、仕事を続けている」が最

も多いが、現実はすべての年代で「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続

けている」が最も多くなっている。

〔女性〕

22.6

15.3

23.0

13.7

19.2

31.0

21.1

16.3

7.4

15.4 3.9

1.1 5.6

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想

（Ｎ＝1,206）

現実

（Ｎ＝1,179）

結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける（ている）

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

フルタイムで仕事を続ける（ている）
子どもができるまで仕事を持ち、

子どもができたら家事や子育てに

専念する（している）

仕事をもたない

（もっていない）

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける（ている）

その他

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

（している）

23.1

10.2

31.1

25.5

28.1

23.5

17.9

15.6

21.4

5.7

22.8

11.0

32.1

38.3

26.5

22.4

27.4

30.6

16.4

7.8

10.7

15.1

12.8

9.3

6.0

12.5

5.6

14.1

2.5

15.7

1.5

9.4

7.8

2.8

0.4

0.0

7.1

6.0

9.4

3.0

6.3

4.6

〔20歳代〕理想

（Ｎ＝134）

現実

（Ｎ＝128）

〔30歳代〕理想
（Ｎ＝196）

現実
（Ｎ＝192）

〔40歳代〕理想

（Ｎ＝281）

現実

（Ｎ＝281）

子育ての時期だけ一時やめ、その

後はフルタイムで仕事を続ける（ている）

子どもができるまで仕事を持ち、子どもが

できたら家事や子育てに専念する（している）
仕事をもたない

子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける（ている） その他

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する（している）

結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける（ている）

34.1

23.5

18.6

18.4

8.3

22.0

16.6

17.8

20.1

13.8

14.0

11.9

23.9

27.3

32.0

26.0

22.9

20.1

15.3

6.3

20.6

9.9

41.4

7.5

5.7

14.3

3.2

18.1

6.4

14.5

4.8

8.5

5.7

16.4

0.6

1.2

5.4

1.3

7.5

3.8

6.0

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

〔50歳代〕理想

（Ｎ＝314）

現実
（Ｎ＝315）

〔60歳代〕理想

（Ｎ＝344）

現実
（Ｎ＝354）

〔70歳以上〕理想

（Ｎ＝157）

現実
（Ｎ＝159）
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〔男性〕

29.6

17.7

28.1

13.9

29.4

8.9

20.4

12.5

33.5

19.4

23.9

13.6

24.5

24.0

13.2

26.1

19.8

37.2

10.2

16.7

12.0

17.6

11.7

17.3

6.1

22.9

3.0

10.9

6.1

13.1

2.1

6.1

3.7

0.0

0.0

0.0

6.3

9.1

6.1

9.2

4.2

10.2

〔20歳代〕理想
（Ｎ＝98）

現実

（Ｎ＝96）

〔30歳代〕理想

（Ｎ＝167）

現実
（Ｎ＝165）

〔40歳代〕理想

（Ｎ＝197）

現実
（Ｎ＝191）

子育ての時期だけ一時やめ、その

後はフルタイムで仕事を続ける（ている）

子どもができるまで仕事を持ち、子どもが

できたら家事や子育てに専念する（している）

仕事をもたない子育ての時期だけ一時やめ、その後は

パートタイムで仕事を続ける（ている）
その他

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する（している）

結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける（ている）

24.9

22.5

15.8

15.3

13.7

10.6

24.2

11.8

17.8

11.5

20.2

16.1

19.4

33.2

22.1

32.5

15.5

26.7

19.8

13.7

31.0

16.9

32.1

16.8

7.3

12.5

8.3

16.6

12.5

21.1

1.5

4.1

2.3

2.7

1.2

5.0

4.4

4.8

3.7

2.9

2.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔50歳代〕理想

（Ｎ＝273）

現実

（Ｎ＝271）

〔60歳代〕理想
（Ｎ＝303）

現実

（Ｎ＝295）

〔70歳以上〕理想
（Ｎ＝168）

現実

（Ｎ＝161）
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【地域別】

● 現実は、すべての地域で「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続け

る」が多い

「湖南地域」では、「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」「子育て

の時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける」で理想と現実の差が１割強ある。

また、「甲賀地域」では「子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける」が理

想では 23.6％、現実では 10.3％と割合が低くなっており、12.3％の差がある。

24.3

16.8

22.7

18.4

24.3

18.5

25.8

16.4

17.5

9.1

25.2

14.2

23.6

10.3

19.4

17.2

24.6

28.0

21.0

32.3

27.0

28.8

25.0

33.2

20.2

11.5

17.8

11.7

16.9

17.1

19.0

11.5

7.1

7.0

16.4

4.8

12.3

1.2

9.4

4.3

2.7

2.0

4.5

16.2

14.5

4.7 0.7

0.7

4.9

4.0

5.6

8.8

5.0

4.6

2.7

6.2

〔大津地域〕理想

（Ｎ＝674）

現実
（Ｎ＝678）

〔湖南地域〕理想

（Ｎ＝572）

現実

（Ｎ＝564）

〔甲賀地域〕理想
（Ｎ＝296）

現実
（Ｎ＝292）

〔東近江地域〕理想

（Ｎ＝496）

現実

（Ｎ＝488）

結婚や出産にかかわ

らず、仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その

後はフルタイムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事を持ち、子どもが

できたら家事や子育てに専念する
仕事をもたない

子育ての時期だけ一時やめ、その

後はパートタイムで仕事を続ける その他

結婚するまで仕事をもち、

結婚後は家事に専念する

20.8

20.1

22.5

23.5

22.0

22.4

21.5

9.7

21.3

16.9

16.1

17.2

14.6

24.3

29.0

25.9

27.1

26.7

26.4

14.6

19.5

10.8

21.2

14.7

8.3

2.4

9.5

2.8

19.4

12.7

5.1

3.4

5.4

6.9

0.0

2.5

5.3

4.9

5.6

4.8

5.9

6.0

〔湖東地域〕理想
（Ｎ＝288）

現実
（Ｎ＝288）

〔湖北地域〕理想

（Ｎ＝338）

現実
（Ｎ＝332）

〔湖西地域〕理想

（Ｎ＝118）

現実

（Ｎ＝116）
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働いていない理由

（※「女性」で「働いていない」人のみ回答、あてはまるものを１つだけ選択）

● 「高齢のため」が34.5％

現在働いていない理由は、「高齢のため」が 34.5％と最も多く、次いで「出産・育児のため」（13.4％）、

「健康上の理由から」（13.1％）の順となっている。

【性・年代別】

● 20～30歳代は「出産・育児のため」が多い

20～30 歳代では「出産・育児のため」が多くなっている。

33

34.5

13.4

13.1

8.0

6.4

5.9

5.1

3.5

2.1

1.6

1.6

0.0

3.2

1.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

高齢のため

出産・育児のため

健康上の理由から

仕事がみつからないため

経済的に働く必要がない

家事のため

家族等の介護・看護のため

現在、学校等に通っているため

働きたくないため

趣味やボランティア活動に忙しいため

勤務先の事情によるもの

育児休業を取得中のため

その他

特に理由はない

（％）

今回調査
（Ｎ＝374）

高齢のため

0.0

0.0

0.0

3.0

55.2

78.4

0 20 40 60 80

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝29）

30歳代

（Ｎ＝55）

40歳代

（Ｎ＝25）

50歳代

（Ｎ＝66）

60歳代

（Ｎ＝125）

70歳以上

（Ｎ＝74）

(%)

出産・育児のため

37.9

60.0

24.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80
(%)

健康上の理由から

0.0

10.9

20.0

19.7

13.6

10.8

0 20 40 60 80
(%)

仕事がみつからないため

13.8

10.9

0.0

15.2

6.4

2.7

0 20 40 60 80
(%)

経済的に働く必要がない

0.0

0.0

8.0

15.2

6.4

5.4

0 20 40 60 80

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝29）

30歳代

（Ｎ＝55）

40歳代

（Ｎ＝25）

50歳代

（Ｎ＝66）

60歳代

（Ｎ＝125）

70歳以上

（Ｎ＝74）

(%)

家事のため

6.9

3.6

24.0

9.1

4.8

0.0

0 20 40 60 80
(%)

家族等の介護・看護のため

0.0

3.6

8.0

13.6

4.8

0.0

0 20 40 60 80
(%)

現在、学校等に通っているため

41.4

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80
(%)
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出産・育児のために働いていない理由

（※３で「出産・育児のため」と回答した人のみ、あてはまるものをすべて選択）

● 「育児に専念したかったため」が５割を超える

出産・育児のために働いていない理由は、「育児に専念したかったため」が 56.5％で最も多く、

次いで「勤務先に育児休業制度や育児時間制度が整っていないため」と「出産後も仕事を続けると

いう職場風土ではなかったため」が同率の 19.6％で続いている。

44

56.5

19.6

19.6

17.4

17.4

15.2

13.0

4.3

4.3

4.3

4.3

0.0

6.5

0 10 20 30 40 50 60

育児に専念したかったため

勤務先に育児休業制度や育児時間制度が

整っていないため

出産後も仕事を続けるという職場風土では
なかったため

近くに祖父母などの育児を助けてくれる人が

いなかったため

夫の収入等があり、仕事をしなくてもよいため

残業が多く、仕事を続けられる状態にはなかったため

夫等家族の家事・育児に対する協力が

得られなかったため

保育施設に入所できなかったため

延長保育や一時預かり、休日保育などの

保育サービスが身近になかったため

女性は家事・育児に専念するものという
社会的風潮があるため

働きたくないため

近くに保育施設がないため

その他

（％）

今回調査
（Ｎ＝46）
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女性が仕事を続けていくために必要なこと

（あてはまるものを３つまで選択）

● 「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が７割以上

女性が仕事を続けていくために必要なことは、「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力

があること」が 75.3％で最も多く、次いで「育児や介護のための施設や制度を充実すること」

（53.6％）、「育児や介護の休業利用者が不利な扱いを受けず、身分保障がされていること」（32.1％）、

「育児や介護で退職した社員を再雇用する制度をもうけること」（27.2％）の順となっている。

【性別】

●男女とも「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が最も多い

男女とも「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」が最も多くなっており、

女性が 80.6％で男性（70.2％）を 10.4 ポイント上回っている。

55

75.3

53.6

32.1

27.2

23.6

17.1

16.7

16.4

7.1

2.2

2.0

0.5

80.5

46.1

33.6

30.9

24.5

14.3

15.5

17.6

6.1

1.7

1.9

1.1

0 20 40 60 80 100

女性が働くことに対し、家族や周囲の

理解と協力があること

育児や介護のための施設や制度を充実すること

育児や介護の休業利用者が不利な扱いを受けず、

身分保障がされていること

育児や介護で退職した社員を再雇用する

制度をもうけること

パートタイマーや派遣労働者の労働条件を

改善すること

在宅勤務やフレックスタイム制をもうけること

労働時間を短縮すること

給与などで男女間格差をなくすこと

職務上必要な知識、技術などについての
社員教育を充実すること

これから起業（新しく事業を起こすこと）しようとする
人への支援を充実すること

その他

特に条件整備は必要ない

（％）

今回調査
（Ｎ＝2,635）

平成18年度調査
（Ｎ＝2,785）
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【性・年代別】

● 20～30歳代では「育児や介護のための施設や制度を充実すること」が高い

女性の 20 歳代、男性の 20～30 歳代では「育児や介護のための施設や制度を充実すること」が最

も多く、男女ともその他の年代では「女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力があること」

が最も多くなっている。

女性が働くことに対し、家族や

周囲の理解と協力があること

56.6

69.6

85.7

85.5

84.5

85.4

65.6

60.1

72.7

75.7

66.9

76.6

0 20 40 60 80 100

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝122）

30歳代

（Ｎ＝181）

40歳代

（Ｎ＝258）

50歳代

（Ｎ＝296）

60歳代

（Ｎ＝342）

70歳以上

（Ｎ＝164）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝90）

30歳代

（Ｎ＝153）

40歳代

（Ｎ＝176）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝293）

70歳以上

（Ｎ＝175）

(%)

育児や介護の休業利用者が

不利な扱いを受けず、

身分保障がされていること

37.7

32.6

28.3

29.1

29.8

23.8

43.3

34.6

30.7

30.2

35.2

36.0

0 20 40 60 80 100 (%)

育児や介護で退職した社員を

再雇用する制度をもうけること

30.3

14.9

24.0

22.0

30.7

25.6

18.9

37.9

18.8

29.0

33.4

31.4

0 20 40 60 80 100 (%)

育児や介護のための施設や

制度を充実すること

63.1

58.6

60.9

51.7

48.2

37.8

68.9

66.0

56.3

51.8

52.2

45.1

0 20 40 60 80 100 (%)

80.6

52.8

29.7

24.8

26.4

16.5

16.5

16.4

7.0

2.3

1.5

0.2

70.2

54.8

34.1

29.3

20.6

17.6

16.9

16.1

7.0

1.9

2.9

0.9

0 20 40 60 80 100

女性が働くことに対し、家族や周囲の

理解と協力があること

育児や介護のための施設や制度を充実すること

育児や介護の休業利用者が不利な扱いを受けず、

身分保障がされていること

育児や介護で退職した社員を再雇用する

制度をもうけること

パートタイマーや派遣労働者の労働条件を

改善すること

在宅勤務やフレックスタイム制をもうけること

労働時間を短縮すること

給与などで男女間格差をなくすこと

職務上必要な知識、技術などについての
社員教育を充実すること

これから起業（新しく事業を起こすこと）しようとする

人への支援を充実すること

その他

特に条件整備は必要ない

（％）

女性
（Ｎ＝1,363）

男性
（Ｎ＝1,142）
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パートタイマーや派遣労働者の

労働条件を改善すること

26.2

21.0

26.7

36.5

24.3

18.3

20.0

10.5

23.9

20.4

27.6

14.9

0 20 40 60 80 100

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝122）

30歳代

（Ｎ＝181）

40歳代

（Ｎ＝258）

50歳代

（Ｎ＝296）

60歳代

（Ｎ＝342）

70歳以上

（Ｎ＝164）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝90）

30歳代

（Ｎ＝153）

40歳代

（Ｎ＝176）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝293）

70歳以上

（Ｎ＝175）

(%)

労働時間を短縮すること

13.1

22.1

16.3

10.5

20.8

15.2

17.8

13.7

15.3

14.5

21.2

17.1

0 20 40 60 80 100 (%)

給与などで男女間格差を

なくすこと

24.6

19.3

18.6

17.2

12.3

11.0

15.6

13.1

17.6

18.0

17.4

12.6

0 20 40 60 80 100 (%)

在宅勤務やフレックスタイム制を

もうけること

19.7

21.5

15.5

21.3

13.7

7.3

13.3

22.9

15.3

21.6

18.1

10.9

0 20 40 60 80 100 (%)

職務上必要な知識、技術などに

ついての社員教育を充実すること

3.3

5.5

5.4

7.1

9.1

9.8

11.1

6.5

10.2

6.3

4.8

6.9

0 20 40 60 80 100

〔女性〕20歳代

（Ｎ＝122）

30歳代

（Ｎ＝181）

40歳代

（Ｎ＝258）

50歳代

（Ｎ＝296）

60歳代

（Ｎ＝342）

70歳以上

（Ｎ＝164）

〔男性〕20歳代

（Ｎ＝90）

30歳代

（Ｎ＝153）

40歳代

（Ｎ＝176）

50歳代

（Ｎ＝255）

60歳代

（Ｎ＝293）

70歳以上

（Ｎ＝175）

(%)

これから起業しようとする人への

支援を充実すること

4.1

5.5

1.6

0.0
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0.0
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2.4
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